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マイクロスケール熱泳動 (MST) 

生体分子間相互作用測定装置 

Monolith キャピラリータイプ 

マイクロスケール熱泳動 (MST) 

マイクロスケール熱泳動は簡単、迅速、且つ、高精度な生体物質反応の定量手法です。 

IR レーザーの照射により液体が加温され、生じた熱勾配により物質が熱泳動します。生体分子の結合状態により、大きさ、水和殻

や荷電状況が変化し、その泳動速度に影響を与えます。(ThermoPhoresis) 

また、蛍光標識分子は加温により蛍光が減衰する性質を持っており、この減衰速度は蛍光標識分子近傍の環境変化に依存します。

専用の蛍光試薬は特に感度の高い分子を選択しました。(Temperature Related Intensity Change / TRIC) 

MST は熱泳動と TRIC の両方を合わせた現象です。リガンド濃度に応じたターゲットとの反応量に依存して MST トレースが変化

します。MST トレースの任意の時間の蛍光減衰量を縦軸、リガンド濃度を横軸にプロットして、50%反応量の点のリガンド濃度

を親和性(Kds)として評価します。 

低濃度、微量、且つ、固定化せずに測定できます。キャピラリー内での測定のため、凝集によるメンテナンスの心配なく様々な条

件下のサンプルを測定できます。MST トレースからサンプルの凝集が判定でき、擬陽性判定の参考として利用できます。 

ラインナップ 

Monolith Nano (Blue/Green/Red) 標準感度 (光学系: 2 種を選択) 

Monolith Pico Red 高感度 (光学系: Red のみ) 

Monolith Pico Red / Nano Blue 高感度 Red + 標準感度 Blue 

Monolith Label Free 標準感度 (光学系 UV) 

Monolith Automated 自動化タイプ 

 



 

 

 

  

マイクロスケール熱泳動 (MST) 

生体分子間相互作用測定装置 

Dianthus 384 Well タイプ 

384Well プレート ハイスループットタイプ 

Monolith で得られた経験を活かし、よりスループットの高い測定を可能にした 384Well プレート測定タイプです。 

結合チェック、結合親和性やバッファースクリーニングの測定ができます。 

測定条件の最適化やリード化合物の探索にも適しています。 

ラインナップ 

Dianthus NT23 Nano 標準感度 1ch (計測時間 60分/384well) 

Dianthus NT23 Pico 高感度 1ch (計測時間 60 分/384well) 

Dianthus NT23 Pico Duo 高感度 2ch (計測時間 30 分/384well) 

 

結合親和性 

結合チェック 



 

蛋白質立体構造簡易評価装置 

Tycho キャピラリータイプ 

Tycho はタンパク質の立体構造状態を短時間で評価します。 

35〜95℃の範囲を30℃/分の速度で加温し、その間に検出され

る蛍光(330nm と 350nm)を測定します。加温によりタンパク

質の立体構造が崩れ、内在していたトリプトファンとチロシン残

基が表面化します。これにより生じる蛍光比率(350/330nm)の

変化をプロットし、サンプルの立体構造状態として評価します。 

標準サンプルをリファレンスとし、リファレンスとの差から状態

を判断します。 

ラインナップ 

Tycho NT. 6 計測時間 3 分 (35 ～ 95℃) 

 

保存状態確認 濃度確認 バッファースクリーニング タンパク精製確認 

機能性確認 同一性確認 純度確認 


